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計画期間：令和７（2025）年度～令和11（2029）年度

よこはまわくわくプランは、こども・若者が主役となり、
こども・若者一人ひとりの幸せと育ちを応援するまちを
目指すために、横浜市が作る計画です。

第３期横浜市子ども・子育て支援事業計画／横浜市こども計画

横 浜 市
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ポイント！

こども・若者のみなさんは、一人ひとりがとても大切な存在です。
そして、自分らしく幸せに成長でき、暮らせるように、
社会全体で支えていくことがとても重要です。

2023年から始まった「こども基本法」や、「こども大綱」は、
すべてのこどもや若者が、健やかに成長し、
幸せな生活を送ることができる社会を目指しています。
これを「こどもまんなか社会」と呼んでいます。

2025年４月には、新たに「横浜市こども・子育て基本条例」ができました。
この条例では、「こどもまんなか社会」を実現するために、
横浜市のこどもや子育てについて、市全体で大切にすることや取り組むこと、
こども・若者の声を聴き、取組に生かしていくことなどを定めています。

横浜市は、「こども基本法」や「横浜市こども・子育て基本条例」をふまえて
「よこはまわくわくプラン」をつくりました。
この計画にそって、横浜市のこども・子育て支援を進めていきます。

「よこはまわくわくプラン」は、「こども、みんなが主役」の計画です。
年齢が小さなこどもたちだけではなく、心と身体が育つ途中にある若者も含めて、
こどもも大人もみんなが「わくわく」できるような横浜にしたいという思いを
込めています。

   です
  よこはまわくわくプランは

                わかもの　　　　　　　　　　　　ひとり　　　　　　　　　　　　　　たいせつ　   そんざい

                 じぶん　　　　　 しあわ　　　せいちょう　　　　　く

しゃかいぜんたい　　ささ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じゅうよう

              ねん　　　 はじ                                き ほんほう　　　　　　　　　　　たいこう

　　　　　　　　　　　　　　　わかもの　　　すこ　　　　　　せいちょう

しあわ　　　せいかつ　　おく　　　　　　　　　　　　　しゃかい　　 め   ざ

                                                  しゃかい        よ

              ねん　がつ　　　　　あら　　 　　　よこはま し　　　　　　　 こ  そだ　　 き ほんじょうれい

　　　　じょうれい　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しゃかい　　   じつげん

 よこはま し                         こ  そだ                           し ぜんたい　　たいせつ　　　　　　　　　　　  と       く

　　　　　　 わかもの　　 こえ　　 き　　　 とりくみ　　  い　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さだ

よこはま  し　　　　　　　         き ほんほう　　　　よこはま  し　　　　　　　　こ  そだ　  き ほんじょうれい

　　　　けいかく　　　　　　　　 よこはま  し　　　　　　　　　 こ  そだ　　し  えん　　すす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅやく　　　 けいかく

ねんれい　　ちい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころ　　からだ　　そだ　　　とちゅう　　　　　 わかもの　　 ふく

                   おとな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこはま　　　　　　　　　　　　　おも

 こ

しゅ　       やく
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市民のみなさんの意見を、よこはまわくわくプランに生かすために、
2024年1０月から11月にインターネットなどで意見を募集しました。

全体で1,071通、そのうち10代までの方から268通の意見が届きました。
いただいた意見の一部と、これからの対応について紹介します。 

若い世代もこの横浜市をより良く暮らしやすいまちにしていきたいです。
そのために、若い世代の声も大事にして頂きたいです。

友達と教え合いながら勉強をしたいのですが、なかなかできません。
会話をしても大丈夫な勉強の出来る場所を増やして欲しいです。

ボールが使える広い場所、みんなで楽しく遊べる場所が欲しいです。

『大人ができないことをこどもができるわけないだろう。』
などと思わずに、こどもを頼って欲しいです。

のびのびと遊ぶことができる場所が少ないと感じました。

こども・若者は、地域社会を構成する一員であり、また次代を担う存在で
あるからこそ、その声を聴くことが大切と考えていますので、計画の中にあ
らためてその説明を追加しました。

いただいたご意見を参考に、居場所・遊び場の充実に
取り組んでいきます。

瀬谷区・10歳代

戸塚区・10歳代

金沢区・10歳代

中区・10歳代

中区・10歳代

横浜市

横浜市

 し みん い けん い

　　　　　ねん　　  がつ    　　     がつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い けん　　ぼ しゅう

ぜんたい つう だい かた つう　　 い けん     とど

い  けん　　いちぶ　　　　　　　　　　　　たいおう　　　　　　 しょうかい

わか

おとな

 　　　 おも　　　　　　　　　　　　たよ        ほ

あそ　　　　　　　　　　　　ば しょ 　 すく　　　　 かん

つか　　  ひろ　　ばしょ　　　　　　　　たの　　  あそ　　　ばしょ　　 ほ

ともだち　 おし　  あ　　　　　　べんきょう

かい わ　　　　　　だいじょうぶ　べんきょう　 で  き　　 ばしょ　　 ふ　　　　　 ほ　

い けん

と く

さんこう い  ば しょ あそ ば じゅうじつ

せ だい

わかもの　　 ち いきしゃかい　　こうせい　　　いちいん じ だい      にな　 そんざい

こえ　　き たいせつ　かんが  けいかく　  なか

　　　  せつめい　 つい か

さいだいせ  や  く

さいだいと つかく

さいだいかなざわく

さいだいなか く

さいだいなか く

わか せ だい こえ だいじ いただ

よこはま し よ　　く

みな い　 けん い

皆さんの意見を生かして、
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つく

よこはまわくわくプランを作りました

よこはま し

よこはま し
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すべてのこどものウェルビーイングを支える

こども・子育て家庭を
支えるための
地域のネットワーク

重点テーマⅠ

「よこはまわくわくプラン」で取り組む内容

方向性１

居場所・遊び場、
体験活動の充実

方向性２

区役所には、いろいろな相談ができる「こども家庭センター」ができます。こどもたちが
安心して生活できるように、こどもの身近にある組織や大人が協力して、こどもや子育て
家庭を支えるネットワークを作っていきます。また、困ったときに相談できたり、必要な

手助けが届くようにします。

身近な地域で、こどもたちが安心して過ごせるような環境を整えていきます。

いろいろな年齢のこどもたちが、
家や学校以外でも、安心して過ごせる居場所を充実させていきます。
また、いろいろな遊びや、新しい体験ができる機会を増やしていきます。

ＳＮＳ相談など、こどもたち自身が相談でき、支援につなげられる環境づくり
交通安全対策や、登下校時の見守り活動など

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 

と　　   　く　　 　ない よう

ほうこうせい

２つの重点テーマ、３つの施策分野、９つの基本施策で取組を進めます。
じゅうてん とり   くみ　       すすし    さく    ぶん   や き    ほん    し   さく 

く やく しょ

エスエヌエスそうだん

と　　　く

こうつうあんぜん たいさく　　  とう  げ  こう  じ　     み まも   　かつどう

じ  しん　 　そうだん　　　　　  し えん

あんしん

あんしん す

せいかつ み ぢか

み ぢか

か  てい ささ

こ そだ

て だす　　　　とど

つく こま そうだん

そ しき

ち いき かんきょう　ととの

かんきょう

おとな きょうりょく

そうだん か てい

　　　　　　　　　 ねんれい　　　　　　　　　　　　　　

いえ　　がっこう い がい 　　　  　あんしん　　　  す　　　　　　 い　ば しょ　 じゅうじつ

                                   あそ　　　　　あた　　　　たいけん　　　　　　　  き かい　    ふ

じゅうてん

ささ

こ　  そだ　　　　 　か　　てい　

ささ

ち　　いき

ほうこうせい

い　　　ば　　しょ　　　　 あそ　 　　　　ば

 たい　けん　　かつ　どう　　　　　じゅう　じつ

ひつ よう

３



いろいろな年齢のこどもたちが交流し、様々な体験
活動を行っています。

こども・若者の思いや声を聴き、
生かしていく取組

方向性3

こども・若者のみなさんは、一人ひとりが、地域やまちの大切な一員です。みんなの声を
聴いて、地域やまちをより良くしていくことが横浜市役所の大事な役目です。みんなの
思ったことや、疑問など、ぜひ言葉にして伝えてみてください。様々な機会に声を届けて
もらえるよう、横浜市全体で取り組んでいきます。

青少年の地域活動拠点でのヒアリングやワークショップ
キッズクラブ・学童でのアンケート
イベントなどでの発表や話し合いなど 

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 

たとえば、こんな居場所・遊び場があります 

青少年の地域活動拠点

か所７

中央図書館では、こどもたちが楽しく学べる「のげや
ま子ども図書館」を作っています。2025年度に“おや
こフロア”がオープンし、その後“子どもフロア”を作っ
ていきます。

のげやま子ども図書館(おやこフロア)イメージパース
※イメージ図であり、今後一部変更する場合があります。

図書館

か所18

町内などで、みんなで楽しく食事ができる場所です。
近所や地域の人たちが食事をつくって待っています。

こども食堂

か所約 200

地域のみんなが自由に楽しみ、こどもたちが外遊び
できる身近な場所です。

公園

か所約 2,700

公園などで、木登りや泥んこ遊びなどの自由な遊びが
できます。プレイリーダーが自由な遊びを広げます。

プレイパーク

か所22

２つの重点テーマ、３つの施策分野、９つの基本施策で取組を進めます。
せいしょうねん   　ち　いきかつどうきょてん

と　しょかん

しょくどう

こうえん

と　　　 く

せいしょうねん 　  ちいき  かつどう きょてん

　　　　　　　　　　　　 がくどう

　　　　　　　　　　　　　　　はっぴょう　　はな　　 あ

い　ば　しょ　　あそ　　　ば

　　　　　　　わかもの　　　　　　　　　　　　　ひとり　　　　　　　  　　ち  いき　　　　　　　  たいせつ　　いちいん 　　　　　　　　　　　　 こえ　　　　　

 き　　　　　　ち いき　　　　　　　　　　   　よ　　　　　　　　　　　　　　　 よこはま  し   やくしょ　　 だい じ　　 やく め

おも　　　　　　　　　　　ぎ もん　　　　　　　　　 こと ば　　　　　　つた 　　　　　　　　　　　　　　　 さまざま　　  き かい　　 こえ　　とど

                              よこはま し　ぜんたい　　 と　　　く

　　　　　　　  ねんれい                           こうりゅう  さまざま　たいけん

かつどう

しょ

しょ

やく しょ

やく しょ

しょ

 ちいき　　　　　　　　 じゆう  　たの　　　　　　　　　　　　　そとあそ

　　　　　みぢか　　ばしょ

こうえん　　　　　 きのぼ　　  どろ　　 あそ　　　　　　じゆう　　あそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じゆう　 あそ　　 ひろ

こ        としょかん

   ず　　　　　こんごいちぶへんこう      ばあい

 ちゅうおうとしょかん　　　　　　　　　　　　たの       まな　

　　こ 　　　 としょかん　　つく　　　　　　　　　　　　　ねんど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご   こ                        つく

ちょうない　　　　　　　　　　　たの　　 しょくじ　　　　　　　ばしょ

きんじょ　　ちいき　 ひと　　　　 しょくじ　 　　　　　　ま

ほうこうせい

　　　　　　　　　　　　わか　　もの　　　　　おも　　　　　　　　こえ　　　　　 き

い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり　くみ

４



子育て家庭の「ゆとり」ってどんなこと？

精神的負担感の軽減
方向性２

困ったときにいつでも相談できるようにしたり、
必要な情報を簡単に知ることができるようにして、安心感を持てるようにします。

経済的負担感の軽減
方向性3

安心して子育てできる環境をつくるため、
お金の負担が少なくなるようにします。

子育て中の家庭で、両親ともに仕事を持っている家庭が増えています。
１０年前の横浜市では、両親ともに仕事を持って働いている割合は約４割でしたが、
今では約７割になりました。
仕事と、大人が家でやらなくてはいけないことが多くて、毎日が忙しすぎると感じて
いる人がたくさんいます。
気持ちに余裕をもって、こどもと話したり、遊んだりする時間が持てるようにするこ
とを「ゆとり」と言っています。

子育てをしている保護者が時間や気持ちにゆとりを持って生活できるよう
サポートして、親子の笑顔と幸せを応援します。

子育て家庭が実感できる「ゆとり」を生み出す
重点テーマⅡ

時間的負担感の軽減
方向性１

仕事と家の用事のバランスをとるためのサポートを工夫したり、
子育てに必要な手続などを簡単にすることで、親子の時間の充実につなげます。

子育て中の家庭で、両親ともに仕事を持っている家庭が増えています。
１０年前の横浜市では、両親ともに仕事を持って働いている割合は約４割でしたが、
今では約７割になりました。
仕事と、大人が家でやらなくてはいけないことが多くて、毎日が忙しすぎると感じて
いる人がたくさんいます。
気持ちに余裕をもって、こどもと話したり、遊んだりする時間が持てるようにするこ
とを「ゆとり」と言っています。

こ そだ　　ちゅう　 か てい　　　りょうしん　　　　　 し ごと 　　も　　　　　　　　か てい　　 ふ

　　ねんまえ　　 よこはま し              りょうしん　　　　　　しごと　    も　　　  はたら　　　　　　　 わりあい　  やく　　わり

いま　　　やく  　わり

し ごと　　　 おとな       いえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　 おお  　　　　まいにち　 いそが 　　　　　　　　 かん

　　　ひと

き  も　　　　　よゆう　　　　　　　　　　　　　　　　 はな　　　　　　 あそ　　　　　　　　　 じ かん　　   も

　　　　　　　　　　　　　い

こ　そだ　　　　　　　　　　　　　　ほ　ご　しゃ　　　 じ　かん　　　き もち　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　せいかつ

　　　　　　　　　　　　　  おや  こ　　　  え がお　　 しあわ　　　　 おう えん

こま　　　　　　　　　　　　　　　　　そうだん　　　　　　　　　　　　　　　　　    

ひつよう　　じょうほう　 かんたん　　  し                                 　　　　　　　　　　あんしんかん　 　も

せい　しん　　てき　　ふ　　 たん　 かん　　　  　けい　 げん

こ　　そだ　　　　　　か　　てい　　　 　　  じっ　　かん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 う　　　　　  　だ

ほうこうせい

ほうこうせい

あんしん　　　　こ そだ 　　　　　　　かんきょう

　　かね　　 ふたん　　 すく

けい　 ざい　 てき　　ふ　　 たん　 かん　　　　   けい　げん

ほうこうせい

し ごと　  いえ　   よう じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  く ふう                  

こ そだ　　　 ひつよう     てつづき              かんたん　　　　　　　　　　　　おや こ　 　 じ かん　  じゅうじつ

じゅうてん

じ　　かん　　てき　 ふ　　 たん　 かん　　　　　けい　 げん

 こ そだ　　  かてい

５



「ゆとり」が増えたかどうか、どうやって調べるの？

横浜市では、子育てに役立つ情報を集め、いろいろな手続をオンラインで行うこと
ができる子育て応援アプリ「パマトコ」をつくりました。このパマトコを使って、子育
て家庭のアンケートを取ることで「ゆとり」を感じている割合を調べて参考にしたい
と考えています。

子育て応援アプリ「パマトコ」
にもつ軽がる保育園
中学校給食事業

子育て応援アプリ「パマトコ」
にもつ軽がる保育園
中学校給食事業

放課後キッズクラブ・放課後児童クラブ
 における長期休業期間中の昼食提供
子育てタクシー普及促進事業

放課後キッズクラブ・放課後児童クラブ
 における長期休業期間中の昼食提供
子育てタクシー普及促進事業

妊産婦・こどもの健康相談事業
妊娠・出産相談支援事業
地域子育て支援拠点における
 利用者支援事業
こども家庭センター機能の設置

妊産婦・こどもの健康相談事業
妊娠・出産相談支援事業
地域子育て支援拠点における
 利用者支援事業
こども家庭センター機能の設置

一時預かり事業
商業・集客施設等での一時預かり促進事業
こどもが楽しめる体験プログラム付き
一時預かり事業

一時預かり事業
商業・集客施設等での一時預かり促進事業
こどもが楽しめる体験プログラム付き
一時預かり事業

出産費用助成事業
小児医療費助成事業
児童手当
児童扶養手当

出産費用助成事業
小児医療費助成事業
児童手当
児童扶養手当

主な事業・取組

横浜市では、子育てに役立つ情報を集め、いろいろな手続をオンラインで行うこと
ができる子育て応援アプリ「パマトコ」をつくりました。このパマトコを使って、子育
て家庭のアンケートを取ることで「ゆとり」を感じている割合を調べて参考にしたい
と考えています。

よこはま し　　　　　  こ そだ　　　　やくだ　　 じょうほう　　あつ　　　　　　　　　　　　   て つづき　　　　　　　　　　　　おこな

　　　　　　　 こ そだ　   おうえん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか　　　　　こ そだ

　　かてい　　　　　　　　　　　　　  と　　 　　　　　　　　　　　　　　　かん 　　　　　　　わりあい 　  しら           さんこう

　かんが

  こ そだ　　 おう えん

　　　　　   かる　　　　　 ほ いく えん

ちゅうがっこうきゅうしょくじぎょう

おも　　　　　　じ   ぎょう　　　　とり　　くみ

いち　じあず　　　　　じぎょう

しょうぎょう　しゅうきゃくしせつとう　　　　 いち  じ  あず            そくしんじぎょう

　　　　　　　　たの　　　　　　　たいけん　　　　　　　　　　　 つ

   いち じ  あず   　　　  じ ぎょう

にん さん ぷ　　　　　　　　　　 けんこう そうだん   じ ぎょう

にんしん　しゅっさん そうだん    し えん  じぎょう

 ち   いき  こ　そだ　　 し   えん きょ てん

   り  よう しゃ　し　えん  じ ぎょう

　　　　　　 か　てい　　　　　　　　　き のう　　　せっ ち

しゅっさん ひ  よう じょ せい じ ぎょう

しょうに   いりょう  ひ  じょ せい  じ ぎょう

 じ  どう  て あて

 じ  どう  ふ  よう て  あて

ほう か  ご　　　　　　　　　　　　　　  ほう  か  ご    じ  どう

　　　　　　　　 ちょう ききゅうぎょう き かんちゅう   ちゅうしょくていきょう

 こ そだ　　　　　　　　　　　ふ きゅう そく しん じ ぎょう

ふ しら

６



施策分野1 すべてのこども・子育て家庭への切れ目のない支援 
基本施策

1

基本施策

２

基本施策

3

赤ちゃんを生み育てるための知識を広め、相談に応じます。安全に安心して
妊娠・出産するためのサポートや、生まれる前から赤ちゃんが元気に育つための
サポートに取り組みます。

こんにちは赤ちゃん訪問事業

思春期保健指導事業

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 

親子が集まれる場所を増やし、小さなこどもが楽しく遊びいろいろな体験が
できるようにします。保護者が気軽に相談できる場所を作り、地域ぐるみで
こども・子育てを温かく見守ります。

地域子育て支援拠点事業

地区センターにおける親子が集う身近な場の創出

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 

保育所や幼稚園がより良い場所となるように取り組みます。また、助けが必要な
こどもへのサポートや、小学校に入学した後の生活につなげるためのサポートに
取り組みます。

「よこはま☆保育・教育宣言～乳幼児の心もちを大切に～」
 を活用した取組の推進

一時預かり事業

幼稚園、保育所、認定こども園と小学校との円滑な接続

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 

中高生と赤ちゃんとのふれあい
体験授業の様子～地域子育て
支援拠点と学校との連携～

幼保小の連携　交流の様子

お祝いプレゼント
（こんにちは赤ちゃん訪問）

あか　　　　　　　　う　　 そだ　　　　　　　　　　 ち  しき　　 ひろ　　　そうだん     おう　　　　　　  あんぜん　   あんしん　  

にんしん　しゅっさん　　　　　　　　　　　　　　　　　　   う　　　　　　まえ　　　  あか　　　　　　　げん き　　そだ  

                  　   と      く

し　さく　ぶんや

きほんしさく

きほんしさく

きほんしさく

こ　そだ　　　  か　ぞく　　　　　　きれ 　　　め　　　　　　　　　 し　えん

　　　　　　　　 あか　　　　　 ほうもんじぎょう

ししゅんき　ほ けん  し どう じ ぎょう

と　　　 く

おやこ　 　あつ　　　　　　ばしょ　　　ふ　　　　　　ちい　　　　　　　　　　　たの　　　  あそ　　　　　　　　　　 　たいけん

　　　　　　　　　　　　               ほ  ご　しゃ　　 き がる　　 そうだん　　　　　　 ば  しょ　　つく　　　 ち  いき　

　　　         こそだ        　あたた　　    み まも

ほいく しょ　　  よう ち えん　　　　　 よ　    ば しょ　　　　　　　　　　　 と　 　 く　　　　　　　　　　　 たす　　　　ひつよう

                                             しょうがっこう 　にゅうがく　  　あと　　せいかつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と      く

ちいき  こそだ　　  しえん きょてん  じぎょう

ち  く　　　　　　　　　　　　　　　おや こ　   つど　 　み ぢか　　ば　　そうしゅつ

と　　　 く

　　　　　　　　　  ほ いく きょういくせんげん　にゅうようじ　 こころ　　　　 たいせつ

　　かつよう　　　 とりくみ　 すいしん

いちじあず　　　　じぎょう

ようちえん　　ほいくじょ　にんてい　　　　　えん　　しょうがっこう　　えんかつ　せつぞく

と　　　 く

７



基本施策

4

基本施策

5

小学校に入学してから大人になるまでのいろいろな居場所・遊び場づくりや、
地域での見守りを進めます。こどもや若者の意見を大切にし、人権を守る取組
を進めます。

放課後児童育成事業

中学校給食事業

こども・若者の居場所づくり

子どもの文化体験推進事業

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 

障害のあるこどもや医療的ケアが必要なこどもへの相談やサポートを充実し
ていきます。障害のある人とない人が共に暮らす社会を目指して、社会全体の
障害への理解を広げます。

地域療育センター運営事業

医療的ケア児・者等支援促進事業の推進

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 

放課後の体験プログラムの様子

地域療育センター　ひろば事業
の様子

しょうがっこう　にゅうがく　　　　　　　 おとな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い　ばしょ　  あそ      ば　

 ち いき　　      み まも　 　　  すす　　　　　　　　　　　　　 わかもの　　  い けん　  たいせつ　　　  　 じんけん　　まも　　とりくみ

　　すす

きほんしさく

きほんしさく

 ほう か   ご  じ  どういくせいじぎょう

ちゅうがっこうきゅうしょくじぎょう

                わかもの　　 い  ば しょ

こ　　　　　　ぶん かたいけんすいしんじぎょう

と　　　 く

しょうがい　　　　　　　　　　　　 いりょうてき　　　　　　ひつよう　　　　　　　　　　　　そうだん　　　　　　　　　　　じゅうじつ

　　　　　　         しょうがい　　　　　 ひと              ひと　　 とも　　 く　　　　 しゃかい　　  め  ざ　　　　　しゃかいぜんたい　　

しょうがい         り かい　　ひろ

ち いきりょういく　　 　　　　　うんえいじぎょう

いりょうてき　　　　じ　 しゃとう  し えん そくしん じ ぎょう　すいしん

と　　　 く

と　　　 く

８



施策分野2 多様な境遇にあるこども・子育て家庭への支援
基本施策

6 こども・若者の悩みやＳＯＳに早く気付き、支える環境を作るとともに、学校
や地域の人などと協力して、困りごとや悩みに寄り添ってサポートします。また、
こども・若者が気軽に相談できる場所やSNSの窓口を充実します。

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 
困難を抱える若者に対するＳＮＳ相談事業（よこはま子ども・若者相談室）

ヤングケアラー支援事業

基本施策

7 ひとり親家庭の生活をサポートし、将来の目標につながるようこどもの学習
支援を進めます。家庭で暴力を受けた人や、困りごとや悩みを抱える女性、そ
のこどもが安心して暮らせるように支えます。

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 
ひとり親サポートよこはま

若年女性支援モデル事業

基本施策

8 こどもが暴力や暴言などで辛い思いをしないように守るため、児童相談所な
どのサポートを強化します。いろいろな事情があって家庭で暮らすことのでき
ないこどもが安定した生活を送れるよう支える取組を進め、こどもが自分の
意見を言える機会を作ります。

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 
区役所や児童相談所などでの相談・支援

里親等委託の推進

ＳＮＳ相談
（よこはま子ども・
若者相談室）
周知カード

相談風景
（ひとり親サポートよこはま）

子ども虐待防止
ハンドブックの表紙

　　　　　　　わかもの　　なや　　　 エスオーエス　　はや　　 き　づ　　　 ささ　　　　かんきょう　つく　　　　　　　　　　　がっこう

　 　ちいき　　ひと　　　　　きょうりょく　　　　こま　　　　　　　なや　　　　よ       そ

　　          わかもの       き がる　   そうだん　　　　　　 ば しょ　エスエヌエス　 まどぐち　　じゅうじつ

し　さく　ぶんや

きほんしさく

た　よう　　　きょうぐう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　そだ　　　  か　てい　　　　　　し　えん

こんなん　かか　　わかもの　　たい　　エスエヌエスそうだんじぎょう　　　　　  こ        わかものそうだんしつ

　　　　　　　　　　　　　し えんじぎょう

と　　　 く

　　　　　  おや か てい　　せいかつ　　　　　　　　　　　 　しょうらい　 もくひょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がくしゅう 

  しえん      すす　　　　　　　か てい 　 ぼうりょく      う　　　　 ひと        こま　　　 　　　　なや 　　　 かか　　　  じょせい

　　　　　　　　　あんしん 　　　　く　　　　　　　　　　 　ささ

きほんしさく

　　　　  おや

じゃくねんじょせいしえん　　　　じぎょう

と　　　 く

　　　　　　　 ぼうりょく　  ぼうげん　　　　　　つら　　おも　　　　　　　　　　　　　　　まも　　　　　　　 じ どうそうだんじょ

　　　　　　              　 きょうか　　　　　　　　　　　　　　　　 じ じょう 　　　　　　　か てい　 　 く

                            あんてい　　　　せいかつ　  おく　　　　　　    ささ　　　  とりくみ　　 すす　　　　　　　　　　　じぶん　　　

い けん　   い　　　　 き かい      つく

きほんしさく

く やく しょ　　じ どうそうだんじょ　　　　　　　そうだん   し えん

さとおやとういたく　　すいしん

と　　　 く

９



施策分野3 社会全体でのこども・子育て支援
基本施策

9 働きながら無理なく子育てできるように、いろいろな働き方を進める企業を
応援するなど、社会全体で子育てを支えます。こどもまんなか社会に向けて、
こどもや子育て中の人を応援し、安全で安心な地域を作ります。また、こども
の意見を市の取組に生かします。

横浜市の18歳未満の人口は、10年間で約１割減って、2024年時点で約51万人です。
横浜市の出生数は減り続け、2022年時点で約2万３千人になっています。
年齢が小さいうちからのインターネットやゲームの利用が増え、ＳＮＳなどのトラブル、
長い時間使うことによる生活習慣の乱れ、犯罪被害などが心配されています。
利用には注意が必要です。
夏の暑さが長く厳しく、外遊びできる機会が減っています。
日本語のサポートが必要なこどもの人数は約4,200人※です。
異なる文化や生活習慣を持つ人への理解が大切です。
障害者手帳を持っている人は増えています。
放課後等デイサービスを使っている人は約１万人います。
不登校のこどもの人数は約9,800人※です。
ひきこもり状態にある15～39歳の人数は約１万３千人と推定されています。
児童虐待の相談に対応した件数は増えており、１年間で約１万４千件です。

横浜市の18歳未満の人口は、10年間で約１割減って、2024年時点で約51万人です。
横浜市の出生数は減り続け、2022年時点で約2万３千人になっています。
年齢が小さいうちからのインターネットやゲームの利用が増え、ＳＮＳなどのトラブル、
長い時間使うことによる生活習慣の乱れ、犯罪被害などが心配されています。
利用には注意が必要です。
夏の暑さが長く厳しく、外遊びできる機会が減っています。
日本語のサポートが必要なこどもの人数は約4,200人※です。
異なる文化や生活習慣を持つ人への理解が大切です。
障害者手帳を持っている人は増えています。
放課後等デイサービスを使っている人は約１万人います。
不登校のこどもの人数は約9,800人※です。
ひきこもり状態にある15～39歳の人数は約１万３千人と推定されています。
児童虐待の相談に対応した件数は増えており、１年間で約１万４千件です。

たとえば、こんなことに取り組んでいきます 
誰もが働きやすい職場環境づくりの推進

こどもの交通安全対策の推進

結婚を希望する人や子の結婚を希望する保護者向けの啓発・
情報提供や若い世代向けのライフデザイン支援

横浜市のこども・若者を取りまく状況

よこはまグッドバランス認定
企業向けセミナーの様子

※市立小・中・義務教育学校の人数

はた　　　　　　　　 む　り　　　　　こ そだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はたら　 かた　　すす　　　　きぎょう

おうえん　　　　　　    　しゃ かいぜんたい　　  こ そだ　　　　ささ　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃかい　   む           

                    こ  そだ　　ちゅう　 ひと　 おうえん　　　あんぜん　　 あんしん　   ち いき　　 つく　　　　　

　　 い  けん     し　　 とりくみ　 　い

よこはま し　　　　　さいみ まん　　じんこう　　　　　ねんかん　 やく    わり へ　　　　　　　　　　 ねんじ てん　　やく　 　まんにん

よこはま し　 しゅっしょうすう　  へ     つづ　　　　　　　　ねん じ てん　　やく　まん　ぜんにん

ねんれい　 ちい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　よう　　 ふ　　　エスエヌエス

なが　　じ かんつか                          せいかつしゅうかん　みだ　　　はんざいひがい　　　　　　しんぱい　　　　　　　　　　　　

りよう           ちゅうい　　ひつよう

なつ　 あつ         なが　 きび　　　　 そとあそ　　　　　　　　きかい　　 へ

 に ほん ご　　　　　　　　　　　 ひつよう　　　　　　　　　にんずう　やく　　　　　　にん

こと　　　　ぶんか　　せいかつしゅうかん　も　　ひと　　　　 りかい　　たいせつ

しょうがいしゃてちょう　 も　　　　　　　 ひと　　 ふ                          

ほうか   ごとう　　　　　　　　　　　　　つか　　　　　　　ひと　　やく　まんにん

 ふ とうこう　　　　　　　　　にんずう　  やく              にん

　　　　　　　　じょうたい　　　　　　　　　　　 さい　　にんずう　 やく　 まん　　ぜんにん　すいてい

じどうぎゃくたい　  そうだん　  たいおう         けんすう　　 ふ　　　　　　　　　　ねんかん　 やく　 まん　 せんけん

し　さく ぶん や

きほんしさく

しゃ かい ぜん たい　　　　　　　　　　　　　　　　 こ　そだ　　　　し　えん

だれ　　  はたら　　　　　　しょくばかんきょう　    　　　　すいしん

　　　　  　　こうつうあんぜんたいさく　 すいしん

けっこん   　きぼう　　　 ひと　   こ　    けっこん　   きぼう　        ほ  ご  しゃ む　　  　けいはつ 

じょうほうていきょう   わか　   せ だいむ　　　　　　　　　　　　　　　    し えん

よこ　  はま　 　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わか     もの               と　　　　　　　　　　　　　じょう きょう

と　　　 く

　  し りつしょうちゅう  ぎ  むきょういくがっこう　  にんずう

10



横浜市のこども・子育て支援は、たくさんの地域の大人やボランティア、会社や事業所
の人たちなどによって支えられています。関係する人たちと協力して、よこはまわくわく
プランを進めていきます。
横浜市子ども・子育て会議で、毎年どのように進んでいるかを確認します。
また、横浜市の取組をわかりやすく発信していくとともに、こども・若者の思いや声を
聴き、生かしていく取組も進めていきます。

「よこはまわくわくプラン」が目指す横浜の姿

「よこはまわくわくプラン」の進め方

すべてのこどものウェルビーイングを社会全体で支え、
未来を創るこども一人ひとりが、自分の良さや可能性を発揮し、

豊かで幸せな生き方を切り拓く力、
共に温かい社会をつくり出していく力を
育むことができるまち「よこはま」

ウェルビーイングは、
今も将来も幸せに生きられること、
毎日楽しく元気に過ごせることだよ。
未来に夢を持つことや、たとえば、学校で
友だちと遊んだり、家で家族と一緒にご飯を

食べたりしてほっとすることも、
ウェルビーイングの一部だよ。

みんながお互いを思いやり、
やさしい気持ちで見守ったり、

助け合ったりできる社会のことだよ。
学校で友だちが困っていたら

声をかけることも
温かい社会を作る一部だよ。

温かい社会って？ウェルビーイングって？

横浜市こども青少年局企画調整課
045-671-4281　　　　045-663-8061　　　　kd-kikaku@city.yokohama.lg.jp電 話 FAX Email

ホームページ https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/org/
kodomo/sonota/shingikai/kosodate/dai3kikeikaku.html

令和7年3月発行

よこはま し　　　　　　　　　 こ そだ　　 し えん　　　　　　　　　　　　 ち いき　　おとな　　　　　　　　　　　　　　かいしゃ　   じぎょうしょ

    ひと　　　　　　　　　　　　　　 ささ　　　　　　　　　　　　　 かんけい　　　 ひと　　　　　きょうりょく

　　　　　　　すす

よこはま し　こ　　　　　　こ そだ　　かいぎ　　　 まいとし　　　　　　　　  すす　　　　　　　　　　 かくにん

　　　　　よこはま し　　とりくみ　　　　　　　　　　　　　はっしん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 わかもの     おも　　　こえ

き　　　　い　　　　　　　　　 とりくみ　 すす

　　　 いま　　しょうらい しあわ　 　 い

　　  まいにちたの　  　 げん き      す

 みらい　 　ゆめ　  も                                            がっこう　  

とも    　　　  あそ                いえ　   か ぞく   　いっしょ　　  　はん

 た　　　　　　　　　　         

                                        いち ぶ

あたた　　　   　しゃかい

　　　　　　        たが  　  　おも

　　　　　        き  も   　　　み まも

たす 　 あ   　　　　　　　　　　しゃかい

     がっこう  　とも　    　　　こま　　    　　　　　

こえ

あたた   　　しゃかい 　つく  　いち ぶ

すす　　　　　かた

め　   ざ               よこ   はま 　　　   すがた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　          しゃかいぜんたい　  　ささ

  み らい      つく　　　　　　　     ひとり                            じ ぶん 　　  よ　　　　   か  のう せい　　  はっ き

ゆた　 　　 しあわ　　  　　い 　　 かた  　　 き　　  ひら 　ちから

とも　  あたた  　　　  しゃかい　  　　　　　　   だ  　　　　　　　 ちから

はぐく

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/org/kodomo/sonota/shingikai/kosodate/dai3kikeikaku.html

